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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年4月27日(2017.4.27)

【公開番号】特開2014-211629(P2014-211629A)
【公開日】平成26年11月13日(2014.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-062
【出願番号】特願2014-75096(P2014-75096)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３７５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３８４　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６５　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３１１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３７１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３２５　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月24日(2017.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乳化凝集トナーを含む一成分現像剤であって、
　（ａ）樹脂と；
　（ｂ）ワックスと；
　（ｃ）着色剤と；
　（ｄ）封入するシェルと；
　（ｅ）シリカ外部添加剤とを含み、このシリカ外部添加剤が、
　　（ｉ）オクチルジメチルシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約６～約２０ｎｍであり、トナーの約０．１重量％～約１重量％の量で存
在する、第１のシリカ粒子と；
　　（ｉｉ）ヘキサメチルジシロキサンで表面処理されたコロイド状シリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約８０～約２００ｎｍであり、トナーの約１重量％～約２重量％の量で存
在する、第２のシリカ粒子と；
　　（ｉｉｉ）ポリジメチルシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約２５～約６５ｎｍであり、トナーの約０．５重量％～約１．５重量％の
量で存在する、第３のシリカ粒子と；
　　（ｉｖ）ヘキサメチルジシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約２５～約６５ｎｍであり、トナーの約１重量％～約２．５重量％の量で
存在する、第４のシリカ粒子とを含み、
　この現像剤が、担体粒子を実質的に含まない、一成分現像剤。
【請求項２】
　前記樹脂が、スチレン／アクリル酸ブチルコポリマーを含む、請求項１に記載の現像剤
。
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【請求項３】
　前記スチレン／アクリル酸ブチルコポリマーが、スチレン／アクリル酸ｎ－ブチル／β
－カルボキシエチルアクリレートコポリマーである、請求項２に記載の現像剤。
【請求項４】
　前記スチレン／アクリル酸ｎ－ブチル／β－カルボキシエチルアクリレートコポリマー
は、モノマーの比が、スチレン約６９～約９０重量部、アクリル酸ｎ－ブチル約９～約３
０重量部、β－カルボキシエチルアクリレート約１～約１０重量部であり、Ｍｗ値は約３
０，０００～約４０，０００であり、Ｍｎ値は約８，０００～約１５，０００である、請
求項３に記載の現像剤。
【請求項５】
　前記樹脂は、Ｍｗ値が約３０，０００～約４０，０００であり、Ｍｎ値が約８，０００
～約１５，０００である、請求項２に記載の現像剤。
【請求項６】
　前記ワックスは、パラフィンワックスである、請求項１に記載の現像剤。
【請求項７】
　前記ワックスは、融点が約１００℃以下である、請求項１に記載の現像剤。
【請求項８】
　前記ワックスが、前記トナー中に、トナーの約１重量％～約２５重量％の量で存在する
、請求項１に記載の現像剤。
【請求項９】
　前記着色剤が、顔料である、請求項１に記載の現像剤。
【請求項１０】
　前記顔料が、トナーの約３重量％～約６重量％の量のカーボンブラックおよびトナーの
約０．５重量％～約１．５％重量の量の銅フタロシアニンを含む、請求項９に記載の現像
剤。
【請求項１１】
　前記トナーが、約０．９２０～約０．９９９の真円度を有するトナー粒子を含む、請求
項１に記載の現像剤。
【請求項１２】
　前記トナーが、約３μｍ～約２５μｍの体積平均粒径を有するトナー粒子を含む、請求
項１に記載の現像剤。
【請求項１３】
　前記第１のシリカ粒子は、平均粒子直径が約８～約１８ｎｍであり、トナー中に約０．
２重量％～約０．９重量％の量で存在する、請求項１に記載の現像剤。
【請求項１４】
　前記第２のシリカ粒子は、平均粒子直径が約８５～約１８０ｎｍであり、トナー中に約
１．０５重量％～約１．７５重量％の量で存在する、請求項１に記載の現像剤。
【請求項１５】
　前記第３のシリカ粒子は、平均粒子直径が約２７～約６０ｎｍであり、トナー中に約０
．６重量％～約１．２重量％の量で存在する、請求項１に記載の現像剤。
【請求項１６】
　前記第４のシリカ粒子は、平均粒子直径が約２７～約６０ｎｍであり、トナー中に約１
．２５重量％～約２重量％の量で存在する、請求項１に記載の現像剤。
【請求項１７】
　乳化凝集トナーを含む一成分現像剤であって、
　（ａ）スチレン／アクリル酸ブチルコポリマー樹脂と；
　（ｂ）融点が約１００℃以下のワックスと；
　（ｃ）着色剤と；
　（ｄ）封入するシェルと；
　（ｅ）シリカ外部添加剤とを含み、このシリカ外部添加剤が、
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　　（ｉ）オクチルジメチルシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約８～約１８ｎｍであり、トナーの約０．２重量％～約０．９重量％の量
で存在する、第１のシリカ粒子と；
　　（ｉｉ）ヘキサメチルジシロキサンで表面処理されたコロイド状シリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約８５～約１８０ｎｍであり、トナーの約１．０５重量％～約１．７５重
量％の量で存在する、第２のシリカ粒子と；
　　（ｉｉｉ）ポリジメチルシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約２７～約６０ｎｍであり、トナーの約０．６重量％～約１．２重量％の
量で存在する、第３のシリカ粒子と；
　　（ｉｖ）ヘキサメチルジシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約２７～約６０ｎｍであり、トナーの約１．２５重量％～約２重量％の量
で存在する、第４のシリカ粒子とを含み、
　この現像剤が、担体粒子を実質的に含まない、一成分現像剤。
【請求項１８】
　前記ワックスは、パラフィンワックスである、請求項１７に記載の現像剤。
【請求項１９】
　前記着色剤は、顔料である、請求項１７に記載の現像剤。
【請求項２０】
　乳化凝集トナーを含む一成分現像剤であって、
　（ａ）Ｍｗ値が約３０，０００～約４０，０００であり、Ｍｎ値が約８，０００～約１
５，０００である、スチレン／アクリル酸ブチルコポリマー樹脂と；
　（ｂ）融点が約１００℃以下であり、トナー中に約１重量％～約２５重量％の量で存在
する、パラフィンワックスと；
　（ｃ）顔料着色剤と；
　（ｄ）封入するシェルと；
　（ｅ）シリカ外部添加剤とを含み、このシリカ外部添加剤が、
　　（ｉ）オクチルジメチルシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約１０～約１５ｎｍであり、トナーの約０．３重量％～約０．８重量％の
量で存在する、第１のシリカ粒子と；
　　（ｉｉ）ヘキサメチルジシロキサンで表面処理されたコロイド状シリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約９０～約１５０ｎｍであり、トナーの約１．１０重量％～約１．４５重
量％の量で存在する、第２のシリカ粒子と；
　　（ｉｉｉ）ポリジメチルシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約３０～約５５ｎｍであり、トナーの約０．７重量％～約０．９重量％の
量で存在する、第３のシリカ粒子と；
　　（ｉｖ）ヘキサメチルジシロキサンで表面処理されたフュームドシリカ粒子を含み、
平均粒子直径が約３０～約５５ｎｍであり、トナーの約１．５重量％～約１．８重量％の
量で存在する、第４のシリカ粒子とを含み、
　この現像剤が、担体粒子を実質的に含まない、一成分現像剤。
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